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8A-Front�
会員会議で平成25年度事業を報告

A-Reports�
・不測の事態を想定し消防訓練
・「食」と「農」をつなぐ懸け橋としての活動
　〜Ａ・コープ ファーマーズ南長野店で「５ Ａ ＤＡＹ　食育体験ツアー」を開催〜
・「運動」＋「牛乳」で暑さに負けない健康な体づくりをしよう！
　ミルクマガジン「牛乳セミナー」

事業レポート（生産購買部）�
総合事業力による事業間の連携と系統結集による機能の維持・強化を。

全 農 長 野 県 本 部 情 報 ／ グ リ ー ン レ ー ダ ー

５ Ａ ＤＡＹ　食育体験ツアー



　
全
農
長
野
県
本
部・㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
オ
ー
ト
長
野・Ｊ
Ａ
グ
リ
ー

ン
長
野
は
７
月
５
日
㈯
、ジ
ェ
イ
エ
イ
オ
ー
ト
長
野
本
社
の
構
内

で
、長
野
市
消
防
局
と
連
携
し
た
灯
油
備
蓄
タ
ン
ク
の
消
防
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、長
野
市
内
で
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
、全
農
長
野

更
北
タ
ン
ク
の
配
管
が
破
損
、流
出
し
た
灯
油
か
ら
出
火
し
た
、

と
い
う
想
定
で
行
い
ま
し
た
。

　
朝
、訓
練
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
放
送
さ
れ
、は
じ
め
に
ジ
ェ
イ
エ
イ

オ
ー
ト
長
野
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
初
期
消
火
と
可
搬
式
消
防
ポ

ン
プ
で
の
放
水
、そ
の
後
長
野
市
消
防
局
に
よ
る
大
型
消
防
車・

化
学
車
か
ら
の
泡
消
化
及
び
梯
子
車
に
よ
る
梯て

い
上じ

ょ
う

放
水
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、長
野
市
消
防
局
員
が
20
名
、Ｊ
Ａ
関
係
者
が
20
名
、

合
計
40
名
超
の
大
変
大
掛
か
り
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
統
制
の
取
れ
た
所
作
が
発
揮
さ
れ
、不
測
の

事
態
が
発
生
し
た
場
合
も
十
分
な
対
応
を
取
る
こ
と
が
出
来
る

で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
訓
練
の
機

会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、本

会
所
有
の
危
険
物
施
設
は
法
令
順
守

に
基
づ
い
た
点
検・保
守
を
随
時
行
っ

て
お
り
、今
後
も
生
産・民
生
用
燃
料

の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
燃
料・ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
）

Ａ・コ
ー
プ
事
業
部

　
６
月
11
日
㈬
に
J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
管
内
の

Ａ
・
コ
ー
プ 

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
南
長
野
店（
長

野
市
篠
ノ
井
）
に
て
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た

食
育
イ
ベ
ン
ト「
５ 

Ａ 

Ｄ
Ａ
Ｙ（
フ
ァ
イ
ブ
・

ア
・
デ
ィ
）
食
育
体
験
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
５ 

Ａ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
」
と
は
、「
１
日
５
皿
分
以

上
の
野
菜
と
２
０
０
グ
ラ
ム
以
上
の
果
実
を
食

べ
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
（一社）
フ
ァ
イ
ブ
・

ア
・
デ
ィ
協
会
が
食
育
支
援
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
全
農
長
野
県
本
部
は
同
会
の
会
員
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ツ
ア
ー
に
は
、
地
元
の
篠
ノ
井
東
小
学
校
２

学
年
の
２
ク
ラ
ス
、
児
童
62
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
栄
養
士
の
先
生
よ
り
、「
食
べ
物
の
働
き
、

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
方
法
」
な
ど
を
学
ん
だ

後
、
5
〜
6
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
決

め
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
課
題
に
沿
っ

た
野
菜
・
果
物
を
購
入
す
る
買
い
物
体

験
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
実
際
に
商
品
を
手

に
触
れ
て
、
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
課
題
に
は
①
赤
い
色
の
野
菜
・
果
物

②
実
を
食
べ
る
野
菜
③
表
面
と
中
の
色

が
違
う
野
菜
④
地
元
の
野
菜
⑤
旬
の
野

菜
・
果
物
な
ど
を
1
，
0
0
0
円
以
内
で
購
入

す
る
、
と
い
う
条
件
が
あ
り
、
児
童
た
ち
は
み

ん
な
と
相
談
し
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
商
品
を

選
ん
で
い
ま
し
た
。

　
体
験
を
終
え
た
児
童
か
ら
は
、「
買
い
物
ゲ
ー

ム
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
1
，
0
0
0
円

以
内
で
お
買
物
が
で
き
た
」「
野
菜
を
た
く
さ

ん
食
べ
た
い
」
と
い
う
感
想
が
あ
が
り
、「
食
」

へ
の
関
心
の
更
な
る
高
ま
り
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ
で
は
、
Ｊ
Ａ

な
ら
び
に
生
産
販
売
部
と
連
携
し
な
が
ら
、

「
食
」
と
「
農
」
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
と
し
て
、

こ
の
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
食
」と「
農
」を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
と
し
て
の
活
動

〜
Ａ・コ
ー
プ 

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
南
長
野
店
で「
５ 

Ａ 

Ｄ
Ａ
Ｙ　
食
育
体
験
ツ
ア
ー
」を
開
催
〜

食べ物の働きやバランスのよい食事方法を学ぶ児童

1,000円以内で買い物ができたかな？

　

全
農
長
野
県
本
部
は
6
月
26
日
㈭
、
Ｊ
Ａ
長
野

県
ビ
ル
・
ア
ク
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
会
員
会
議
を
開

催
し
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

併
せ
て
本
年
度
改
選
と
な
る
県
本
部
運
営
委
員
会

委
員
の
補
欠
選
任
が
行
わ
れ
、
議
案
は
全
て
原
案

ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

平
成
25
年
度
全
農
長
野
県
本
部
の
事
業
概
況

　

県
本
部
で
は
中
期
事
業
計
画
（
平
成
25
〜
27
年

度
）」
及
び
「
中
期
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
基
本
に
、

農
家
組
合
員
の
営
農
と
く
ら
し
の
貢
献
と
Ｊ
Ａ
経

済
事
業
の
確
立
の
視
点
か
ら
、
①
長
野
県
農
業
の

生
産
基
盤
強
化
と
信
州
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
②
営
業

力
強
化
に
よ
る
顧
客
確
保
と
生
産
流
通
コ
ス
ト
削

減
に
よ
る
生
産
者
手
取
り
最
大
化
③
Ｊ
Ａ
と
一
体

化
に
よ
る
Ｊ
Ａ
生
活
事
業
の
競
争
力
強
化
と
経
営

収
支
の
確
立
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
更
に
、
県

本
部
総
合
経
営
管
理
の
維

持
・
強
化
を
基
本
と
し
な

が
ら
、
各
々
の
事
業
を
進

め
る
と
と
も
に
県
本
部
独

自
の
Ｊ
Ａ
特
別
還
元
１
・

８
億
円
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ

事
業
基
盤
強
化
対
策
等
の

事
業
奨
励
及
び
資
材
・
燃

料
高
騰
対
策
支
援
等
、
総
額
11
・
8
億
円
の
還
元

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
、
平
成
25
年
度
の
供
給
販
売
高
は

3
，
2
0
3
億
円
（
計
画
比
1
0
5
％
、
前
年
比

1
0
6
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
別
内
訳
は
、

販
売
事
業
1
，
7
1
3
億
円
、
購
買
事
業
1
，

4
8
1
億
円
、
そ
の
他
9
・
8
億
円
で
す
。

（
※
億
円
未
満
は
四
捨
五
入
）

■
運
営
委
員
補
欠
選
任
結
果

　

新
た
に
2
名
の
方
が
選
任
さ
れ
、
16
名
の
運
営

委
員
は
別
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

不
測
の
事
態
を
想
定
し

消
防
訓
練

梯子車からの梯上放水訓練

畜
産
課

　
7
月
5
日
㈯
、
㈱
長
野
県

食
肉
公
社
松
本
支
社
に
お
い

て
「
第
56
回
信
州
肉
牛
松
本

即
売
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
肉
牛
肥
育
生
産
者

に
よ
り
丹
精
込
め
て
育
て
ら

れ
た
和
牛
40
頭
・
交
雑
種
30

頭
が
出
品
さ
れ
、
和
牛
で
は

4
等
級
以
上
比
率
が
92
・

5
％
（
37
頭
）、
交
雑
種
で
は
3
等

級
以
上
比
率
が
86
・
7
％
（
26
頭
）

と
品
質
に
優
れ
た
即
売
会
と
な
り
ま

し
た
。
和
牛
に
つ
い
て
4
等
級
以
上

の
全
て
が
長
野
県
独
自
の
お
い
し
さ

基
準
を
満
た
し
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛

肉
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
長
野
県
の
畜
産
事
業
発
展

の
た
め
、
枝
肉
共
励
会
・
研
修
会
等

を
開
催
し
、
信
州
和
牛
・
信
州
ア
ル

プ
ス
牛（
交
雑
種
）
の
販
売
に
お
い

て
長
野
県
・
関
係
団
体
と
協
力
し
販

路
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
優
秀
賞
１
席
に

J
A
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
村
山 

将
氏

〜「
第
56
回
信
州
肉
牛
松
本
即
売
会
」開
催
〜

最優秀賞1席枝肉

【即売会の成績】
和牛去勢 平均枝重522.6kg 平均単価2,062円

和牛雌 平均枝重469.7kg 平均単価2,011円

交雑種去勢 平均枝重533.4kg 平均単価1,271円

交雑種雌 平均枝重466.7kg 平均単価1,254円

○第56回信州肉牛即売会　入賞者 （敬称略）
賞 JA名 生産者 種別 性別

最優秀賞１席 松本ハイランド 村山　将 和牛 去勢

最優秀賞２席 松本ハイランド ㈲アグリランド松本 和牛 去勢

優秀賞 みなみ信州 野神　昭三 和牛 去勢

〃 信州うえだ ㈲小田切牧場 和牛 去勢

〃 佐久浅間 高塚　賢一 交雑種 雌

優良賞 みなみ信州 矢澤　邦登 和牛 雌

〃 みなみ信州 吉川　俊男 和牛 雌

〃 須高 山嵜　秀治 和牛 雌

〃 上伊那 加藤　久志 交雑種 去勢

〃 松本ハイランド 桑原　睦雄 交雑種 去勢

事業報告をする芳坂副会長

会
員
会
議
で
平
成
25
年
度
事
業
を
報
告

職務 氏名 所属JA・役職 備考
会長 大槻　憲雄 松本ハイランド 会長
副会長 芳坂　榮一 信州うえだ 代表理事組合長
委員 由井　和行 長野八ヶ岳 代表理事組合長
委員 中里　勝彦 佐久浅間 代表理事組合長
委員 雨宮　勇 信州諏訪 代表理事組合長
委員 御子柴茂樹 上伊那 代表理事組合長
委員 矢澤　輝海 みなみ信州 代表理事組合長
委員 高橋　德 木曽 代表理事組合長
委員 千國　茂 あづみ 代表理事組合長
委員 山田　高司 大北 代表理事組合長 （新任） 
委員 竹内　守雄 グリーン長野 代表理事組合長
委員 松﨑　一男 ちくま 代表理事組合長
委員 牧　　良一 須高 代表理事組合長
委員 阿藤　博文 中野市 代表理事組合長
委員 豊田　実 ながの 代表理事組合長
委員 櫻沢　和美 北信州みゆき 代表理事組合長 （新任） 

■全農長野県本部運営委員会委員名簿
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酪
農
課

　

6
月
14
日
㈯
、
ミ
ル
ク
マ
ガ
ジ
ン「
牛
乳

セ
ミ
ナ
ー
」が
J
A
長
野
県
ビ
ル
ア
ク
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
信
州
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科
教
授 

能
勢 

博
氏
に
よ

る
基
調
講
演『「
運
動（
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
）

＋プ
ラ
ス

牛
乳
」
で
熱
中
症
を
予
防
』
に
続
き
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

専
門
家
が
各
分
野
の
視
点
か
ら
牛
乳
と
運
動

と
健
康
の
関
係
を
解
説
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
模
様
を一部
お
伝
え
し
ま
す
。

▼
パ
ネ
リ
ス
ト

● 

信
州
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授　

 

能
勢 

博 

氏

●「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
」
実
践
者

 
木
村 

成
雄 

氏

● 

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

　
B
J
リ
ー
グ「
信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
」

　
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ　
　
　
　
　
河
合 

竜
児 
氏

● 

長
野
県
学
校
保
健
会

　
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
部
会
長

 

高
橋 

和
子 

氏

●
酪
農
家 

柴 

勇
一
郎 

氏

　
（
上
伊
那
郡
箕
輪
町
で
牧
場
を
経
営
）

●
全
農
長
野
県
本
部 

畜
産
酪
農
部
長

 

山
﨑 

進

▼
総
合
司
会

S
B
C
信
越
放
送 

中
澤
佳
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

（
毎
週
火
曜
日
16
時
10
分
放
送「
ミ
ル
ク
マ

ガ
ジ
ン
」
メ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

（
敬
称
略
）

能
勢
▼ 

30
歳
を
過
ぎ
る
と
、
10
歳
年
を
取
る
ご

と
に
5
〜
10
％
ず
つ
体
力
が
落
ち
て
い

き
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り
落
ち
て
い
く
の

で
ほ
と
ん
ど
の
人
が
気
づ
か
な
い
ん
で

す
よ
。
少
し
ず
つ
で
も
体
力
を
維
持
す

る
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

木
村
▼ 

体
調
を
崩
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
イ

ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
を
始
め
ま
し
た
。
週

4
回
、
30
分
歩
い
て
い
ま
す
が
、
体
力

が
付
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
。

中
澤
▼ 

河
合
さ
ん
は
プ
ロ
を
指
導
さ
れ
て
い
る

立
場
で
す
が
、
体
力
の
向
上
に
効
果
的

な
運
動
や
継
続
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

け
ま
す
か
。

河
合
▼ 

我
々
は
好
き
な
こ
と
が
仕
事
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
運
動
の
目
的
自
体
が
違
い

ま
す
が
･
･
･
。
基
調
講
演
を
聴
い
て

牛
乳
摂
取
が
良
い
と
わ
か
っ
た
の
で
、

ど
う
牛
乳
を
取
り
込
ん
で
い
く
か
を
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
橋
▼ 

子
ど
も
の
頃
か
ら
も
っ
と
朝
食
の
大
切

さ
を
刷
り
込
む
こ
と
が
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
の
朝
食
欠
食
を
減
ら
し
、
将
来

の
生
活
習
慣
病
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

柴　
▼ 

自
分
た
ち
が
作
っ
て
い
る
牛
乳
と
い
う

飲
み
物
は
す
ば
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
、

酪
農
仲
間
に
伝
え
た
い
で
す
ね
。
仲
間

と
共
に
地
域
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
ろ

う
と
活
動
し
て
い
る
中
で
、
生
産
者
と

消
費
者
の
間
に
壁
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
酪
農
家
と
し
て
、
も
っ
と
消
費

者
の
皆
さ
ん
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
農
家
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
﨑
▼ 

現
在
長
野
県
で
は
3
6
0
戸
の
酪
農
家

が
、
年
間
10
万
5
千
ト
ン
の
生
乳
を
生

産
し
て
い
ま
す
。
生
乳
の
生
産
量
は
10

位
、
牛
乳
の
消
費
量
も
平
成
24
年
ま
で

の
5
年
間
は
4
位
〜
6
位
に
入
っ
て
い

ま
す
。
長
野
県
の
皆
さ
ん
は
新
鮮
で
お

い
し
い
地
元
の
牛
乳
を
毎
日
飲
む
こ
と

が
出
来
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

中
澤
▼ 

牛
乳
と
い
え
ば
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取
で

き
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、

基
調
講
演
の
中
で
熱
中
症
予
防
と
筋
力

の
増
加
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

能
勢
▼ 「
や
や
き
つ
い
運
度
」
の
後
に
牛
乳
を

飲
む
と
血
液
量
が
増
加
し
ま
す
。
血
液

「
運
動
」＋「
牛
乳
」で
暑
さ
に
負
け
な
い
健
康
な
体
づ
く
り
を
し
よ
う
！

ミ
ル
ク
マ
ガ
ジ
ン「
牛
乳
セ
ミ
ナ
ー
」

量
が
増
加
す
る
と
血
液
に
た
く
さ
ん
の

酸
素
が
供
給
さ
れ
、
筋
肉
で
発
生
し
た

熱
を
皮
膚
に
回
す
（
発
汗
）
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
筋
肉（
エ
ン
ジ
ン
）
を

大
き
く
す
る
＝
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
機
能
が

大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
発
汗

に
よ
る
体
温
調
節
に
よ
り
熱
中
症
予
防

に
な
り
ま
す
。
運
動
を
し
て
牛
乳
を
取

り
込
む
窓
が
開
い
て
い
る
間
に
牛
乳
を

飲
む
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
と
て
も
大

切
で
す
。

木
村
▼ 

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
の
後
、
す
ぐ
に
牛

乳
を
飲
む
と
い
う
こ
と
は
習
慣
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
理
屈
が
わ

か
っ
た
の
で
こ
れ
か
ら
飲
ん
で
い
き
た

い
で
す
ね
。

河
合
▼ 

体
育
館
に
冷
房
は
付
い
て
い
な
い
の
で
、

気
を
使
い
な
が
ら
水
分
補
給
・
塩
分
補

給
を
し
て
い
ま
す
。
練
習
自
体
が
ハ
ー

ド
な
の
で
、
間
違
い
な
く
牛
乳
を
取
り

込
む
窓
が
開
い
て
い
ま
す
。
能
勢
先
生

の
お
話
を
聞
い
て
、
ぜ
ひ
練
習
後
に
牛

乳
を
飲
ん
で
体
の
回
復
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

高
橋
▼ 

日
本
人
に
と
っ
て
足
り
な
い
栄
養
素
は

カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
。
学
校
給
食
で
は
家

庭
で
不
足
し
て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の

50
％
が
摂
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
牛
乳
を
摂
る
こ
と
で
骨
の
中

に
貯
金
が
出
来
、
そ
れ
が
年
を
取
っ
て

か
ら
の
骨
粗
鬆
症
予
防
に
繋
が
り
ま
す
。

私
は
中
学
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
副
顧
問
を

し
て
い
ま
す
が
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
合
言

葉
は「
家
に
帰
っ
た
ら
す
ぐ
牛
乳
」で
す
。

今
日
の
お
話
を
聞
い
て
、
こ
れ
は
間

違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

柴　
▼ 

牧
場
見
学
に
来
た
お
子
さ
ん
は
「
お
乳

が
4
本
あ
る
」
と
驚
き
ま
す
。
そ
う
い

う
こ
と
か
ら
知
ら
な
い
ん
だ
な
、
と
思

い
ま
す
。
酪
農
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
が
本
当
に
大
切
で
す
。
牧
場
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
出
し
た
の
も
、「
地

域
の
皆
さ
ん
に
う
ち
で
絞
っ
た
牛
乳
を

飲
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
で
す
。
生
産
者
が
生
産
・
加
工
・
販

売
ま
で
手
が
け
る
と
、
牛
乳
が
1
リ
ッ

ト
ル
5
0
0
円
く
ら
い
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
に
飲
ん

で
も
ら
う
た
め
に
は
今
の
価
格
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

山
﨑
▼ 

6
月
は
牛
乳
月
間
で
す
。
特
に
小
中
学

生
の
皆
さ
ん
に
酪
農
を
知
っ
て
い
た
だ

く
目
的
で
県
内
に
は
８
つ
の
酪
農
教
育

フ
ァ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
出
産
が
な
い
と

牛
乳
が
で
な
い
。
酪
農
は
命
を
育
む
産

業
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
「
こ
れ
ま
で
牛
乳
を
飲
め

な
か
っ
た
け
ど
飲
む
よ
う
に
し
た
い
」

「
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
感

想
を
も
ら
う
と
う
れ
し
い
で
す
。

中
澤
▼ 

そ
ろ
そ
ろ
お
時
間
で
す
の
で
、
最
後
に

一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

能
勢
▼ 

か
っ
こ
い
い
大
人
が
か
っ
こ
よ
く
牛
乳

を
飲
む
姿
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
て
く

だ
さ
い
。

木
村
▼ 

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
は
習
慣
と
し
て

実
践
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

「
＋
牛
乳
」
を
実
践
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

河
合
▼ 

信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
は
「
信

州
」
と
名
前
に
つ
い
て
い
る
以
上
、
た

だ
優
勝
を
目
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
も
連
携
し
、
ス

ポ
ー
ツ
で
信
州
を
元
気
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

高
橋
▼ 

長
野
県
の
学
校
給
食
は
年
間
で
2
0
0

回
以
上
と
、
日
本
で
一
番
回
数
が
多
い

で
す
。
そ
れ
だ
け
子
ど
も
た
ち
と
学
校

給
食
を
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
日
の
内
容
を
生
徒
た
ち
に
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

柴　
▼ 

今
日
は
牛
乳
の
P
R
に
使
え
る
情
報
を

た
く
さ
ん
聞
い
た
の
で
、
消
費
者
の
皆

さ
ん
に
も
、
酪
農
仲
間
に
も
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山
﨑
▼ 

長
野
県
に
は
大
き
な
志
を
持
っ
た
酪
農

家
が
多
く
い
ま
す
。
酪
農
家・加
工
場・

輸
送
業
者
、
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て

皆
さ
ん
に
新
鮮
で
お
い
し
い
牛
乳
を
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
信
州

の
牛
乳
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

インターバル速歩とは･･･
「ゆっくり歩き」と「さっさか歩き」を数分ずつ交互に繰り返すウォーキング法。「さっさか
歩き」が合計15分以上になるように歩きます。筋肉に負荷をかける「さっさか歩き」と、負
荷の少ない「ゆっくり歩き」を合わせることで、筋力・持久力を無理なく向上させることが
できるうえ、骨密度の増加や生活習慣病リスクの改善などにも効果があります。

熟年体育大学リサーチセンターインターバル速歩についての詳細は
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○
包
装
資
材
課

　
包
装
資
材
課
は
、
コ
ス
ト
低
減
と
競
争

力
強
化
に
向
け
、
材
質
構
成
の
見
直
し
や

機
能
性
を
付
加
し
た
包
装
資
材
の
実
用
化

を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ス
ト
低
減
対
策
の
取
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
野
菜
新
耐
水
段
ボ
ー
ル
の
開
発
・

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ハ
ク
サ
イ

や
レ
タ
ス
な
ど
野
菜
の
主
要
品
目
で
は
、

厳
し
い
気
象
条
件
下
で
の
使
用
に
適
し
た

耐
水
段
ボ
ー
ル
箱
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

更
な
る
コ
ス
ト
低
減
を
目
指
し
、
全
国
本

部
な
ら
び
に
製
紙
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
、

新
た
な
耐
水
用
段
ボ
ー
ル
原
紙
を
開
発
し

ま
し
た
。

　
一
昨
年
よ
り
南
佐
久
地
区
に
お
い
て
現

地
試
験
を
開
始
し
、
厳
し
い
気
象
条
件
下

に
お
い
て
も
段
ボ
ー
ル
強
度
維
持
が
確
認

さ
れ
、
昨
年
よ
り
県
下
各
野
菜
産
地
に
お

い
て
拡
大
試
験
を
行
い
、
本
年
よ
り
６
Ｊ

Ａ
で
実
用
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
他
に
も
、
段
ボ
ー
ル
の
保

管
効
率
や
環
境
負
荷
に
配
慮
し
た
Ｃ
フ

ル
ー
ト
の
普
及
拡
大
や
、
贈
答
・
宅
配
等

の
特
定
ニ
ー
ズ
包
材
へ
の
提
案
と
し
て
、

美
粧
性
が
高
く
か
つ
少
ロ
ッ
ト
で
の
製
造

が
可
能
な「
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
段
ボ
ー
ル
」

の
推
進
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
産
購
買
部
は
、
系
統
結
集
に
よ
る
仕
入
機
能
の
強
化
な
ら
び
に
安
定
供
給
を
基

本
と
し
た
事
業
展
開
に
努
め
、
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
・
競
争
力
あ
る
価
格
の
実
現
と
、

環
境
・
省
力
・
安
全
に
配
慮
し
た
資
材
の
開
発
・
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
域
受
託
物
流
お
よ
び
Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
の
運
営
の
効
率
化
・
高
度
化
を
す

す
め
、
農
業
生
産
関
連
事
業
の
有
利
購
買
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
に
よ

り
担
い
手
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

総
合
事
業
力
に
よ
る
事
業
間
の
連
携
と

系
統
結
集
に
よ
る
機
能
の
維
持
・
強
化
を
。

試験には生産者にもご協力いただきました輸送試験中の新耐水段ボール

Ｃフルート段ボールのメリット

生
産
販
売
部・畜
産
酪
農
部

　
全
農
長
野
県
本
部
は
、6
月
21
日
㈯・22
日
㈰

に
長
野
市
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た「
第
9

回
食
育
推
進
全
国
大
会
〜
し
あ
わ
せ
信
州
食
育

フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4
〜
」（
主
催
／
内
閣
府・長
野

県・第
9
回
食
育
推
進
全
国
大
会
長
野
県
実
行

委
員
会
）に
出
展
し
ま
し
た
。

　
ブ
ー
ス
の
テ
ー
マ
を「
農
か
ら
は
じ
ま
る
食
の

世
界
」と
し
、き
の
こ
の
も
ぎ
取
り
体
験
と
バ

タ
ー
作
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。き
の
こ
の
も
ぎ

取
り
体
験
は
、「
ビ
ン
で
栽
培
し
て
い
る
と
い
う

話
し
を
聞
い
た
こ
と
は

あ
る
け
ど
、見
た
の
は

初
め
て
」と
い
う
来
場

者
が
多
く
、「
何
日
く

ら
い
で
で
き
る
の
？
」

「
こ
の
後
も
ま
た
生
え

て
く
る
の
？
」「
農
家
さ

ん
も
ひ
と
つ
ず
つ
収
穫

す
る
の
？
」と
様
々
な

質
問
を
し
な
が
ら
興

味
深
く
収
穫
を
し
て
い

ま
し
た
。バ
タ
ー
作
り

体
験
で
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
っ
て
い
る
牛
乳

は
店
頭
で
販
売
さ
れ
て
い
る
牛
乳
と
同
じ
な
の

か
と
聞
く
来
場
者
が
多
く
、通
常
の
牛
乳
と
ノ

ン
ホ
モ
牛
乳
の
違
い
や
、牛
乳
の
乳
脂
肪
分
が
バ

タ
ー
に
な
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
皆
さ
ん
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
体
験

を
楽
し
み
な
が
ら
も
生
産
者
の
努
力
の
一
端
を

知
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

出
展
ブ
ー
ス
の
テ
ー
マ
は「
農
か
ら
は
じ
ま
る
食
の
世
界
」。

第
9
回
食
育
推
進
全
国
大
会

〜
し
あ
わ
せ
信
州
食
育
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4
〜

きのこのもぎ取り体験

バター作り体験

企
画
課

　
全
農
長
野
県
本
部
の
子
会
社
な
ら
び
に
（一社）
長
野

県
農
村
工
業
研
究
所
の
定
時
株
主
総
会
・
通
常
総

会
が
６
月
に
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
平

成
25
年
度
事
業
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
の
常
勤
役
員
体
制
は
次
の
と
お
り

で
す
。 子

会
社・農
工
研
が

定
時
株
主
総
会・

通
常
総
会
を
開
催

（株）ＪＡアグリエール長野の株主総会

●平成26年度　子会社・農工研の常勤役員体制 

組織名 役職 氏名

株式会社全農長野計算センター 代表取締役社長 春日　俊朗

株式会社JAアグリエール長野
代表取締役社長 宮澤　正俊
専務取締役 大槻　剛　
常務取締役 石合　雅志

株式会社マイパール長野 代表取締役社長 関島　正憲
専務取締役 押田　光義

長野県農協直販株式会社

代表取締役社長 滝崎　史朗
専務取締役 高田　学　
専務取締役 八木　栄一
常務取締役 山本　幸一

株式会社長野エーコープサプライ
代表取締役社長 浅野　尚志
専務取締役 傅田　修一
常務取締役 壇原　栄　

株式会社ジェイエイオート長野 代表取締役社長 土屋　幹宏
専務取締役 滝沢　新吾

株式会社長野県食肉公社 代表取締役社長 白石　文昭

一般社団法人長野県農村工業研究所 常務理事 西澤　賢一
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ト
２
ｎ
ｄ
」
を
立
ち
上
げ
生
産
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
か
ら
８
年
目
を
迎
え
た
農
機

協
同
経
営
は
、
実
施
５
Ｊ
Ａ
の
継
続
的
な

収
支
確
立
と
、
更
な
る
組
合
員
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
、
新
た
な
開
始
Ｊ
Ａ
の
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
農
作
業
事

故
撲
滅
に
つ
い
て
は
、
農
作
業
中
の
農
家

組
合
員
の
目
に
留
ま
る
よ
う
な
新
た
な
啓

発
資
材
を
作
成
し
、
注
意
喚
起
を
促
し
て

い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
事
業
は
、
新
品
機
・
中

古
農
機
販
売
事
業
、
部
品
・
修
理
整
備
事

業
と
農
家
経
営
に
は
欠
か
せ
な
い
事
業
で

あ
る
と
の
自
負
の
も
と
、
農
家
組
合
員
と

の
「
ふ
れ
あ
い
」

を
大
切
に
事
業
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

○
施
設
住
宅
課

　
施
設
住
宅
課
は
、
施
主
代
行
を
基
本
に

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
提
案
型
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
行
い
、
農
業
施
設
、
一
般
建
築
、

福
祉
施
設
、
省
エ
ネ
・
耐
震
施
設
の
設
計

管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
農
業
施
設
の
施
設
改
善
提
案
と
し
て
は
、

集
出
荷
施
設
の
機
能
の
高
度
化
・
効
率
化

及
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
に
よ
り
、

安
全
・
安
心
な
状
態
で
各
地
の
市
場
へ
出

荷
が
可
能
と
な
る
施
設
の
構
築
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
環
境
問
題
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
・
省

エ
ネ
空
調
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
組
合
員
の
土
地
活
用
と
住
環
境
改
善
の

提
案
と
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
と
共
に
組
合
員
の

支
援
を
行
い
、遊
休
土
地
活
用
と
高
齢
化・

環
境
に
配
慮
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
取

組
み
を
行
い
ま
す
。

○
生
産
資
材
課

　
生
産
資
材
課
は
、
生
産
資
材
需
要
の
予

約
結
集
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
と
安
定
供
給

を
最
重
点
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

施
肥
コ
ス
ト
抑
制
で
は
、
土
壌
診
断
に
基

づ
く
適
正
施
肥
を
推
進
し
、
平
成
20
年
の

肥
料
価
格
高
騰
以
降
、
低
成
分
・
省
力
型

Ｂ
Ｂ
肥
料
の
開
発（
累
計
33
銘
柄
）、
普

及
拡
大
を
進
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
計
量
法
に
対
応
し
た
土
壌
分
析

事
業
に
向
け
関
係
機
関
と
の
協
議
、

要
件
整
備
を
進
め
、
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ

リ
エ
ー
ル
長
野
を
計
量
証
明
事
業

所
と
し
た
県
域
土
壌
分
析
体
制
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
6
月
よ

り
計
量
証
明
書
の
発
行
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
施

肥
コ
ス
ト
低
減
を
更
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
担
い
手
対
応
で
は
、
Ｊ
Ａ
と
県

本
部
に
配
置
さ
れ
て
い
る
「
大
規

模
農
家
・
法
人
推
進
専
任
担
当
」

と
が
一
体
と
な
り
、
施
肥
防
除
の

技
術
対
応
や
商
品
情
報
の
提
供
を

行
い
、「
わ
た
し
の
肥
料
」「
Ｂ
Ｂ

肥
料
農
家
直
行
配
送
」「
大
型
規

格
農
薬
」
を
活
用
し
な
が
ら
担
い

手
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
提
案
推
進

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
・
資
材
店
舗
事
業
に
お

い
て
は
、
年
２
回（
春
・
秋
）
の
資
材
共

同
仕
入
れ
を
実
施
し
、
取
扱
い
拡
大
に
よ

る
事
業
競
争
力
を
高
め
る
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
店
で
は
、

従
来
か
ら
の
作
業
衣
料〝
S
u
n
3
S
a
n

シ
リ
ー
ズ
〞
に
加
え
、
新
ブ
ラ
ン
ド〝
の

ら
ス
タ
イ
ル
〞
を
展
開
し
魅
力
あ
る
店
作

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

○
農
業
機
械
課

　
７
月
18
日
〜
19
日
に
「
Ｊ
Ａ
農
機
＆
資

材
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
」
を
開
催
し
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
農
業
機
械
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
Ｊ

Ａ
組
織
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
新
品
機
の
推
進
は
、
県
下
統
一
の
ト
ラ

ク
タ
ー
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
担
当
者

の
意
志
結
集
の
も
と
シ
ェ
ア
拡
大
を
図
り

ま
す
。

　

中
古
農
機
は
近
年
、
需
要
が
旺
盛
と

な
っ
て
お
り
、
広
く
流
通
促
進
が
望
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
の
保
有
在
庫
情

報
を
共
有
す
る
シ
ム
テ
ム「
Ｊ
Ａ
Ｍ
ネ
ッ

　
農
業
の
担
い
手
の
変
化
、
注

目
を
浴
び
て
い
る
農
協
改
革
・

農
協
法
改
正
の
動
き
は
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
業
界
を
は
じ
め
、

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
多
く

の
商
系
企
業
に
と
っ
て
新
た
な

成
長
機
会
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、

二
兆
円
に
お
よ
ぶ
Ｊ
Ａ
生
産
資

材
購
買
事
業
領
域
は
そ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼

ら
も
認
め
る
Ｊ
Ａ
組
織
の
最
大

の
強
み
は
総
合
事
業
力
で
あ
り
、

営
農
指
導
・
販
売
を
は
じ
め
と

す
る
各
事
業
間
の
連
携
に
あ
り

ま
す
。

　
指
導
・
予
約
購
買
と
い
う
系

統
本
来
の
土
俵
を
今
一
度
踏
み

固
め
、
機
能
発
揮
の
維
持
・
強

化
を
図
り
な
が
ら
、
変
化
す
る

担
い
手
の
ニ
ー
ズ
に
如
何
に
迅

速
に
応
え
て
い
け
る
か
が
今
後

の
事
業
展
開
の
ポ
イ
ン
ト
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

生
産
購
買
部
長　
松
田
正
隆

ＪＡ松本ハイランド山形支所新築工事　平成２５年８月竣工

トラクターふれあいキャンペーンポスター

農作業安全シール

計量証明書

のらスタイル

土壌診断処方箋

担
当
部
長
か
ら
ひ
と
こ
と
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ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
高
い
で
す
。
年

代
物
の
我
が
家
の
車
は
燃
費
が
良
い

と
は
言
え
ず
、
迂
闊
に
ア
ク
セ
ル
を

踏
み
込
ん
だ
り
、
無
駄
に
エ
ア
コ
ン

を
か
け
る
の
を
控
え
て
い
ま
す
。
会

務
使
用
車
も
、
最
近
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
車
の
比
率
が
上
が
っ
て
き
て
お
り
、

燃
料
費
の
圧
縮
に
貢
献
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　
燃
油
の
高
騰
と
い
え
ば
、
農
業
機

械
分
野
は
化
石
燃
料
に
依
存
し
て
い

ま
す
。
一
部
で
電
化
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
化
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
農
業
機

械
分
野
全
体
で
は
根
本
的
な
改
善
に

な
り
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
燃
油
高

騰
が
進
み
、
仮
に
化
石
燃
料
の
使
用

が
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
く
な
っ

た
場
合
に
備
え
、
代
替
燃
料
若
し
く

は
代
替
動
力
の
検
討
は
進
め
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
街
中
で
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
買
い
替

え
の
費
用
の
方
が
高
く
つ
く
さ
、
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
朝
晩
は
古
い

車
の
窓
を
全
開
に
す
る
Ｎ
で
し
た
。

 

（
N
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 3,556 72 94 

果 実 568 104 96 

野 菜 花 き 10,110 113 112 

野菜種苗センター 85 104 104 

き の こ 3,391 98 107 

営 業 1,778 86 104 

生 産 販 売 部 計 19,488 97 106 

包 装 資 材 1,305 72 68 

生 産 資 材 3,267 106 72 

農 業 機 械 1,628 87 81 

施 設 住 宅 649 128 38 

生 産 購 買 部 計 6,850 94 68 

畜 産 3,046 107 104 

三 岳 平 谷 牧 場 60 137 104 

SPF繁殖センター 68 97 96 

酪 農 4,222 109 105 

八 ヶ 岳 牧 場 69 93 110 

畜 産 酪 農 部 計 7,464 108 105 

燃料・ホームエネルギー 6,915 100 96 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 2,853 102 97 

生 活 3,420 99 95 

生 活 部 計 13,189 100 96 

Ａ・コープ事業部計 7,678 102 107 

長 野 県 本 部 計 54,669 100 97 

平成26年度6月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況

(単位:百万円,％)
8月の動き▶

畜 産 課 ●長野県中央家畜市場開場 
8月7日㈭　木曽郡木曽町

A･コープ
事 業 部

●A・コープ盆準備市
8月8日㈮～11日㈪　A・コープ各店舗

●A・コープお花市
【地元で生産された盆花が大集合】
8月12日㈫　A・コープ各店舗

●A・コープ盆の市
【 お刺身盛合せ・生寿司盛合せ・オードブル各種
取り揃えています】
8月12日㈫～14日㈭　A・コープ各店舗

●信州がおいしいフェアー
8月15日㈮～17日㈰　A・コープ各店舗

●初秋の味覚特集
8月22日㈮～24日㈰　A・コープ各店舗

●JA決算セール
8月29日㈮～31日㈰　A・コープ各店舗

新採用職員紹介

　長野県JAでENEOSカードに入会し、長野県JA-SS、
クミアイプロパンを半期ごとに50,000円以上ご利用い
ただくと、抽選で1,000名様に「JAまごころ商品券2,000
円分」をプレゼントいたします。
　ENEOSカードは、JA-SSでのガソリン購入・洗車・
オイル交換、プロパンガス利用料のお支払い、灯油購入
など、様々な生活シーンでお使いいただけます。この特
典は長野県JAオリジナル特典です。
　ENEOSカードのご入会＆ご利用は、ぜひお近くのJA-SS
にご用命ください。
 （燃料・ホームエネルギー課）

ENEOSカードのご入会＆ご利用は
お近くの長野県JAへ！

【農業機械課　関野壮起】
はじめまして。農業機械課の関野と申します。
JAを志望した理由は、実家が農家で、私が幼い
頃から、農作業をする祖父母の姿を見ていて、何
か役に立てないかと考え志望しました。正職員に
なることができましたが、まだ、わからないこと
ばかりなので、少しでも早く役に立てるよう、日々
努力していきたいです。よろしくお願いします。

農作業安全運動実施中です

【生産資材課　三ツ井寛人】
はじめまして、生産資材課の三ツ井と申します。
北信の飯綱町の出身です。祖父と祖母が農業を営
んでおり、幼い頃から自然が大好きで、大学時代
は秋田で生物について学びました。慣れない事ば
かりで、皆様にご迷惑をお掛けすると思いますが、
生産資材の安定供給を通じて、長野県の農業を支
えるために頑張りたいと思います。よろしくお願
いいたします。

電話応対をがんばっています

910
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JA全農長野ホームページ http://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」 http://www.ja-town.com


